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 みなさんは、「おきなわのうみ」ときいたら、なにをそうぞうしますか。 

 わたしには、みやぎけんからひなんしてきたおともだちがいます。そのとも

だちから、つなみのおそろしさや、たくさんの人がつなみにながされていった

話をききました。 

 おきなわは、うみにかこまれているので、わたしは、つなみがこないかしん

ぱいになりました。 

 そんな時、かぞくでボートにのってさんごを見にいきました。うみのそこに

は、いろいろなさんごがいました。そのまわりをさかなたちが、かくれんぼを

しているみたいにおよいでいて、まるで、おとぎ話のりゅうぐうじょうのよう

でした。 

 さんごを見ているときに先生から、 

「さんごは、わたしたちをつなみからまもってくれるんだよ。」 

とおしえてもらいました。 

 わたしは、とてもうれしくなり、そのことをともだちにつたえて、二人でよ

ろこびました。 

 おきなわのうみの力は、それだけではありません。 

 わたしのおじさんは、うみの近くにすんでいて、みんしゅくをしています。

そして、おきゃくさんにサーフィンをおしえています。 

 そのみんしゅくに、さいきん、びょうきのちりょうをするために、とまりに

きた人がいます。その人は、おきなわのうみがおくすりだとしり、おきなわに

きたそうです。 



 びょういんにいっても、よくならなかったけれど、まい日うみに入るとなお

ってきています。二ヶ月しかいないよていでしたが、おきなわのうみが大すき

になり、ずっとすみたくなったそうです。 

 おきなわのうみは、やっぱりみんなをしあわせにしてくれます。 

 おなかがすいた時は、おいしいものがいっぱいとれます。つかれた時には、

きれいなさんごやさかなたちがいやしてくれます。あそびたい時には、およい

だりサーフィンができます。そして、けがをした時にはうみがおくすりに大へ

んしん。おそろしいつなみからもまもってくれます。 

 ほら、すごいでしょ。おきなわのうみにはしあわせがいっぱいです。 

 ぜひ、おきなわのうみにきて、ここにしかないしあわせのたからばこを見つ

けてください。 

 おきなわのうみはやっぱり、しまんちゅのたから。 


